








研究目的 

 昨年度の研究では未熟児とくに極小未熟児においてはくる病の発生頻度が高く,活性型

ビタミン D の投与によってこれを予防することが必要であることを示したが,超未熟児の

場合には活性型ビタミン D投与によってもなおくる病性変化を呈してくる例が少なからず

みられる。そこで本年度は極小未熟児とくに超未熟児について,活性型ビタミン D投与の効

果を主に栄養法の面から検討した。 


